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スウェーデン児童文学の現状
Sbi の活動と 2014 年児童書出版概要報告から
柗村 裕子
　日本ではスウェーデンの児童文学が翻訳され、読まれているものの、即時的な児童文学研究の動向や
出版動向は手に入り難い。そこで、本研究は 2014 年の児童書出版概要報告の紹介を通して、スウェー
デンの児童書出版の現状を共有しようとするものである。
　スウェーデン児童書研究所は、毎年スウェーデンで出版された児童書の出版概要報告を行っている。
これは、児童書の出版傾向を数値的に把握するための情報源を提供するとともに、研究所よる分析結果
を報告するものである。2014 年の報告では、翻訳作品よりもスウェーデンの作家による作品の出版が
盛んであることや、社会の暗い側面に注目するような内容や性的な内容を含む作品が、より若年層に向
けて書かれるようになったことが明らかにされた。スウェーデンでは多文化の表現について議論が重ね
られており、肌の黒い人物が主要人物として描かれている絵本はまれであることも明らかにされた。
　日本ではスウェーデンと同様の統計は取られていないが、児童書出版において差別や偏見をうむよう
な情報の偏りがないかを研究者らが意識する必要はある。
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１．研究目的
　現在、日本の子どもたちは、翻訳によってさまざまな国
の児童文学 i を楽しんでいる。また、日本の児童文学も翻
訳され、他の国で読者を獲得している。そのため児童文学
についての研究は、国と地域を越えた広範囲での知識の交
流が必要である。
　スウェーデン児童文学も、日本の子どもが翻訳を通して
読んでいるもののひとつである。しかし、日本国内で入手
できるスウェーデン児童文学の研究書や即時的な情報は限
定的である。日本における児童文学研究がさらに活発化す
るためには、スウェーデン児童文学の研究基盤を整えるこ
とが求められる。
　本稿では、文献研究によりスウェーデン児童文学史の
概観を示したのち、2015 年 3 月に行われたスウェーデン
児童書研究所（Svenska barnboksinstitutet / Sbi）の 2014
年児童書出版報告を紹介する。具体的には、現在のスウェー
デン児童文学の現状を数値的に紹介するとともに、ス
ウェーデン児童書研究所の現状に対する見解を示す。これ
らの情報を共有することによって、スウェーデン児童文学
に対する理解を深め、日本国内で国際的な児童文学研究が
行われるための基礎をつくろうとするものである。
２．スウェーデン児童文学史の概要
　スウェーデンが独立した国家となったのは 1523 年であ
る。1591 年、ドイツ人牧師が少女の教育のために書いた
作品を、スウェーデン語に翻訳したものが、スウェーデ
ン児童文学の始めだと言われている。19 世紀、フィンラ
ンドの作家トペリウス ii がスウェーデン語で書いた童話が、
スウェーデンで愛読された。20 世紀への変わり目、女性
と子どもの人権問題に注目が集まるようになると、児童教
育・児童文学に対する関心も深まる。セルマ・ラーゲルレー
ヴ iii が地理教科読本として『ニルスのふしぎな旅』（1906-
07）を書いたのもこの頃である。また、絵本では、ニュー
ストレム iv が『子ども部屋の本』（1882）を描いたのを皮
切りに、アロセニウス v、エルサ・ベスコフ vi が登場する。
なかでもベスコフは、今もスウェーデンを代表する絵本作
家のひとりと数えられている。1960 年代になると、リン
ドグレーン vii や、スウェーデン系フィンランド人のトー
ヴェ・ヤンソン viii が登場して独創的な児童文学を書き、「子
どもの本の黄金期」と呼ばれる時代が訪れる。1970 年代は、
ベトナム戦争などを受け、若者を中心に社会批判の声があ
がるようになった。それを受けて、児童文学の世界でも社
会を批判的に捉える作品が書かれるようになる。またこの
頃、子どもの権利や虐待についても議論が盛んになる。こ
ういった社会情勢のなかで、マリア・グリーペ ix は社会の
なかで孤独を強いられる子どもの姿を描き出した。絵本で
はインゲル・サンドベルイ x とラッセ・サンドベルイ xi に
よる「おばけのラーバン」シリーズが幼い読者の人気を集
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めたほか、ベリイマン xii『わたし、耳がきこえないの』な
ど、障害を子どもたちに正しく伝えるための絵本が登場し
た。90 年代は児童文学と成年文学のボーダーレス化が進
んだ。ウルフ・スタルク xiii、アニカ・トール xiv、マッツ・
ヴォール xv らが有名である。以降、スウェーデン社会が
多様化していくなかで、児童文学やヤングアダルトも、ま
すます多様性を増している。
　スウェーデンと日本は共に言語的少数派であり、地理的
にも遠く離れているにも関わらず、日本におけるスウェー
デン児童文学の認知度は高い。1918 年には、ノーベル文
学賞受賞者であるラーゲルレーヴの作品『ニルスのふしぎ
な旅』が日本に紹介された xvi。リンドグレーンも『長く
つ下のピッピ』を始めとする多くの作品が日本でひろく読
まれている。さらに上記作者の作品が日本でアニメーショ
ン化されたことも、日本での知名度が高くなった要因に挙
げられよう。近年では、ウルフ・スタルクの人気が高いが、
「シェーク vs. バナナ - スプリット」が平成 14 年度より学
校図書の中学 1 年生の国語の教科書に採用されたことによ
り、さらに認知度が高くなっている。
　絵本では、エルサ・ベスコフの『ペレのあたらしいふ
く』xvii が日本でも長く読み継がれているほか、インゲル・
ラッセ・サンドベリの「ラーバン」シリーズ xviii や、スヴェ
ン・ノルドクヴィストの「ペットソンとフィンダス」シリー
ズ xix など、スウェーデンの作品は積極的に出版されている。
３．Sbi の概要
　スウェーデン児童書研究所（Svenska barnboksinstitutet 
; Sbi）は、児童書とヤングアダルト文学のための国の中央
研究機関である。児童書とヤングアダルト文学の研究と調
査の促進、国内外の児童書の情報収集と、図書館部での児
童書の収集と閲覧・貸出業務を担っている。
　研究所の活動としては、会議・セミナー・展示の企画、
毎年の児童書出版概要報告（Bokprovning）、定期刊行物
Barnboken – tidskrift för barnlitteraturforskning の発行、
児童文学研究叢書の発行が行われている。また SNS など
を通して、活動の周知も行っている。
　収集・保存されている資料は、1951 年以降にスウェー
デン国内で出版されたスウェーデン語の児童書（翻訳書も
含む）とスウェーデン語以外の児童書、他言語に翻訳され
たスウェーデン作家の作品ほか、国際的・学際的な児童文
学研究書 17000 冊が所蔵されている。近年では、e-books 
の資料収集も行っている。
　資料は分野別に整理されているが、主要分類は「絵本」
「6-9 歳向け」「9-12 歳向け」「ヤングアダルト文学」「ノンフィ
クション」「詩」「アンソロジー」「歌の本」「ドラマ」の 9
つである。
　Sbi は 1965 年に、教育省とストックホルム市の出資に
より設立された。創立者はスウェーデン技術者協会、ストッ
クホルム大学、スウェーデン出版協会、スウェーデン作家
協会である。
　場所は、ストックホルム市立図書館に近い、 Odengartan 
61 にある。
　児童文学専門の中央研究機関として、2013 年、スウェー
デンがボローニャ国際絵本見本市の Guest of Honour に
なった折は、プログラムの一環としてスウェーデンの児童
文学の現状についての報告もおこなった。
４．Bokprovning 2014 報告
（１）Bokprovning の概要
　Bokprovning とは、１年間にスウェーデン国内で出版さ
れた児童書（絵本、児童文学を含む）およびヤングアダル
ト文学の出版統計とその傾向分析を報告するもので、毎年
3 月に行われる。統計の累積から、スウェーデンにおける
児童書出版数の推移を明らかにし、次なる研究の資料とす
ることを目的としており、児童書の質による選別、また作
品の評価はおこなわない。
（２）Bokprovning　2014　の開催概要
　2014 年 の Bokprovning は、2015 年 3 月 12 日 13:00 ～
16:00、3 月 13 日 9:00 ～ 12:00 に、Sbi で行われた。プログ
ラムは以下のとおり。2 日間とも同じ内容が紹介された。
・開会の挨拶（Cecilia Ostlund, Sbi）
・2014 年の児童書出版状況　－統計・流行・傾向　（Sofie 
Gydemo, Sbi）
・秘密の時代　（Lillemor Torstenson, Sbi）
・ 絵 本 に は 肌 の 白 い 子 ど も し か い な い の か　（Asa 
Warnqvist, Sbi）
　　　　－休憩－
・Tweenies – 新ジャンルか （Cecilia Ostlund, Sbi）
・翻訳児童書について―私たちは何を見過ごしたか　 
（Mats Berggren, 作家）
　報告会は 2 階の集会室で行われた。3 階の図書館部には、
2014 年に出版された児童書が展示されており、休憩時間
等をもちいて、実際に閲覧出来るようにされていた。
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（３）報告概要
　Bokprovningen 2014 の概要を、講演とハンドアウトか
らまとめる。当日のプログラムに沿い（a）は「2014 年の
児童書出版状況－統計・流行・傾向」、（b）は「秘密の時
代」、（c）は「絵本には肌の白い子どもしかいないのか」、（d）
は「Tweenies －新ジャンルか」、（e）は「翻訳児童書に
ついて―私たちは何を見過ごしたか」の内容についてまと
めた。また当日会場で配布されたプログラムにのみ記載さ
れていた項目と、発表のなかで言及された内容については、
補足として（f）にまとめた。
（a）「2014 年の児童書出版状況－統計・流行・傾向」の概要
　スウェーデン出版協会の発表によると、2014 年には
1860 冊の児童書およびヤングアダルト文学が出版された。
2013 年に比べ 90 タイトル（5.1％）の増加に当たり、過去
最高の出版数を記録している（図１参照）。出版数増加の
背景には児童書の売れ行きが好調であることが影響してい
ると、出版協会は分析している。
 図１　児童書出版数 xx
　分類別に見ると、絵本とノンフィクションの増加が目立
つ（図２参照）。全体的な傾向として、文章主体の児童書
が減少している反面、絵主体の児童書の増加が目立つ。
図 2　児童書出版数の内訳 xxi
出版数増加の背景には、購買率の増加以外に、印刷にかか
る金額が低くなっていることも影響していると Sbi は推察
している。
　複数の言語が併記されている児童書も、以前に比べ数多
く出版されている。
　翻訳児童書の数も年々増えてはいるが、スウェーデンで
書かれた作品の割合の方が高く、2011 年以降その傾向は
続いている xxii。
　2014 年、Sbi は特に絵本のなかにおける異文化表現に注
目していた。昨年の児童書およびヤングアダルト文学にお
ける多様性についての複数の議論の出発点では、Sbi はス
ウェーデンの作家描いた絵本 298 冊のうち、約 5 分の１の
作品で肌が黒い登場人物がいることを認めていた。しかし、
物語の筋の中で彼らが目立ち、かつ重要な役割を果たして
いる作品は少ない。わずか 15 冊（5％）の作品で、肌の黒
い人物が主要な登場人物になっているに過ぎなかった xxiii。
（b）「秘密の時代」の概要
　「秘密」を扱った児童書の出版が目立ち、2014 年には 90
数冊の児童書が秘密というテーマで書かれていた。消える
道、秘密の家、秘密の品物など、秘密の扱われ方は多種多
様である。
　Sbi は、秘密が主要テーマであることは 2014 年だけの
傾向ではなく、長く続いていることだと分析している。さ
ら に、Kerry Mallans が Secrets, Lies and Children’s 
Fictionxxiv で、児童書の「秘密」には、国家の秘密、秘密
の関係、自己欺瞞の 3 つの主要な分野があるとしているこ
とを紹介しつつ、スウェーデンの児童書では秘密が扱われ
ている範囲がさらに広く、「家族の秘密」なども加えられ
ると指摘している。
　なぜこんなにも秘密が取り上げられるのかについては、
人類学者 Ida Hult の言葉を引用して説明をしている。つ
まり、「秘密は、自分自身や他者から保護する役割をになう。
また、秘密は何者かを含みこんだり、除外したりすること
もできる。（中略）秘密はきずなや特別な親密さをつくり
あげ、また自分自身を特別な存在だと感じさせるパテの役
割ももっている」xxv のである。
（c）「絵本には肌の白い子どもしかいないのか」xxvi の概要
　スウェーデンにおいて「スウェーデンの原型の優先 xxvii」、
とりわけ「ストックホルム優先」xxviii が行われているとの
指摘があるが、児童書では、カールスクローナやブレーキ
ンゲ、エーランド島等も作品の舞台として描かれている。
反対に、スウェーデン作家が外国を舞台にして書いた作品
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では、大都市や有名な観光地が舞台となる傾向が続いてい
る。
　異文化を描くのに、必ずしも国外が舞台である必要はな
い。スウェーデンで生まれた、異文化の背景をもつ子ども
について書かれている本も出版されている。
　昨年の児童書、及びヤングアダルト文学における多様性
の議論を基にして、Sbi はスウェーデン語を原語として書
かれた絵本のなかで、どれだけの作品に肌の黒い登場人物
が現れているのかを例として取り上げることにした。298
冊の絵本のうち、59 冊（20％）で肌の黒い登場人物が描
かれていたが、ほとんどの場合で、背景として登場するか
脇役として描かれていた。41 作品で、肌の黒い登場人物
は話の筋に何らかの役割を担ってはいたが、それらのうち
多くは、白人の物語のなかにおける脇役の位置づけであっ
た。わずか全体の 5％にあたる 15 作でのみ、肌の黒い登
場人物が主要登場人物と認められるのである。翻訳書では、
さらに肌の黒い登場人物が物語でおおきな役割を担う例は
少ない。
（d）「Tweenies －新ジャンルか」の概要
　内容やテーマがよりヤングアダルト文学に近く、子ども
と青少年の間の年齢層に向けて書かれた図書がますます増
加している xxix。
　主要登場人物は 12、3 歳で、しばしば年上のグループと
行動をともにしている。多くは、グループの新参者で、夏
休み期間中の出来事が語られている。こういった子どもが
Tweenies と呼ばれている。
　 言 葉 自 体 は、 英 語 の“in between” か ら 来 て い
る。Gabriel Eiben は、2013 年 3 月 11 日 の 新 聞 Dagens 
Nyheter の記事のなかで、Tweenies を「早熟で、ティー
ンエイジャーらしい態度を取っている子どもたちのこと。
現代の子どもの成長経過における新しい側面のように描か
れている」xxx と定義付けている。
（e）「翻訳児童書－私たちは何を見過ごしたか」の概要
　スウェーデンにおける翻訳児童書の出版数は 2009 年を
境に減少している。2011 年から 2013 年にかけては年々点
数が減っていた。2014 年は再び増加したものの、国内で
書かれ出版された児童書を依然下回っている。スウェーデ
ンの児童書は児童書全体の 57％を占めている。（図３参照）
図３　スウェーデン児童書出版数と
　　　翻訳児童書出版数 xxxi
　英語からの翻訳児童書は、翻訳児童書全体の 65％から
62％へ減少したものの、まだアングロサクソンの児童書が
優勢なことに変わりはない。取り分け増加を見せたのが、
スウェーデン語から翻訳され国内で出版された児童書であ
る。これは、しばしばパラレルテキストになっている xxxii。
　ドイツ語、アイスランド語、ポルトガル語からの翻訳も
増えているが、これは、北欧の言語とヨーロッパの強い言
語からの翻訳が主流を占める近年の傾向と合致している
（図４参照）。
　絵本の分野では、フランス語からの翻訳書が増えている
が、これはキティ・クローザー xxxiii が 2010 年にアストリッ
ド・リンドグレーン記念文学賞（ALMA）xxxiv を受賞した
ことに端を発していると考えられる。2000 年代に入って、
翻訳絵本の出版は減少しており、そのわずかな本は主に賞
を受け、注目を集めている絵本作家の作品が選ばれている。
　ヤングアダルト文学の立場は、なかでは異色である。ア
メリカの作品が人気を集めており、翻訳出版されるのも大
多数がアメリカの作品である。しかし、絵本の出版と同様
に、様々な地域で出版された主要な作品をスウェーデンに
紹介することはできている。
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図４　翻訳児童書の元の言語 xxxv
（e）補足
　当日配布された資料には、「絵本」「幼年文学」等の項目
別概要、2014 年に出版された図書の一覧の他、下記につ
いての報告があった。
　社会の暗い側面を描いた作品が 31 作品出版された。も
ともとヤングアダルト文学の分野では多く扱われたテーマ
だが、それよりも若干若い層に向けて書かれた作品にも、
このテーマが現れて来ている。ヤングアダルト文学に性的
な表現がなされることは近年の傾向であったが、2014 年
はさらに若年層向けの作品にも性的な表現が書かれるよう
になった。
　「hen」 という口語が、性別に関係せず用いる代名詞とし
て使われるようになったが、児童書の文章のなかで広く用
いられているわけではない。一方、表現で男女の区別のつ
かなく、名前でも区別がつかない登場人物は児童書のなか
に登場してきている。
　その他、ハンドアウトでは、「障害」「第一次世界大戦、
第二次世界大戦」「書店と図書館の役割」「ファーストブッ
ク」「自費出版」「玩具絵本」「ハムスター人気」「受賞者」
についても、短くまとめられている。
　また、講演のなかでは、児童文学のなかでサッカーの人
気が続いているが、2014 年に初めて、サッカーをする女
の子が登場したという報告もあった。
５．まとめ
　スウェーデン児童書研究所の出版概要報告によると、ス
ウェーデンの児童書出版数は増加傾向にあることがわかる。
1950 年代には年間 500 タイトル、70 年代後半に年間 800
タイトルに増加し、2014 年に過去最高の 1860 タイトルを
記録した。日本での 2014 年の出版タイトルがおよそ 8829
タイトル xxxvi であることを考えると、世界平均で多いとは
言えないが、市場が拡大傾向にあることは確かである。
　Sbi は様々な視点から、出版された児童書の傾向を検討
しているが、とくに多文化主義 xxxvii とジェンダーレス xxxviii
が実現しているかについて、検討が行われていた。登場人
物が白人に偏っていないか、翻訳された児童書の、翻訳元
の国や言語に偏りがないかを検討していたのは、多文化主
義の現れであろう。また、「hen」の使用についての報告や、
「サッカーをする女の子の登場人物」についての報告がな
されたのは、社会的性差が児童書のなかにみられないか確
認をおこなっているのである。また、若年層に対して、社
会問題や性的な話題をどのように表現し、伝えるかについ
ても検討がなされていた。このような研究の着眼点は、ス
ウェーデンが、児童書を社会的影響があるもの、または、
現実社会を反映するものとして捉えているからだと言うこ
とが出来る。児童書の出版数がスウェーデンよりも５倍近
く多い日本で、スウェーデンのような詳細な検討を毎年行
うのは難しい。しかし、若年層に偏見や差別の感情を引き
起こすような情報の偏りが見られないか、スウェーデンに
見習って子どもの本にかかわる人間は注意を払うべきだろ
う。
　坂井玲子が、1970-80 年代のスウェーデン児童文学の傾
向について、「年齢の高い者には社会に密着した青春文学
を、低い者には思い切り楽しい作品をというスウェーデン
作家の意気込みの伝わってくるのが昨今のスウェーデン児
童文学界である」xxxix と述べている。その流れは大筋では
変わっていないものの、社会へ密着した作品がより若い層
へ向けても書かれるようになっていることが伺える。暗い
色調の児童文学が増える傾向にあるようだ。
　スウェーデン児童文学は、より社会問題を反映した内容
へと変化してきている。この傾向は日本でも同様なのか、
この先スウェーデンの児童文学はどのように変化していく
のか、引き続き情報を収集し、分析することを今後の課題
としたい。
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i 児童書、児童文学、絵本、ヤングアダルト（YA）文学の
使い分けは必ずしも明確ではない。児童文学、絵本、ヤ
ングアダルト文学は研究用語である。児童文学は、子ど
も向けに書かれた文学および子どもによって読まれてい
る文学を意味する。絵本は、絵と文が相互に補い合って
成立する書籍を意味し、必ずしも子ども向けとは限らな
い。ヤングアダルト文学は、子どもと大人の中間の年齢
層に向けて書かれた文学作品をさす。児童書は、主に出
版流通において、子ども向けの書籍をさして用いる言葉
である。「スウェーデン児童書研究所」「スウェーデン児
童書出版概要報告」といった訳語が、すでに先行研究等
で使用されているため、本論でも踏襲した。それに伴い、
Barn och ungdomsböcker （子ども及び若者の本）の訳
語としては「児童書」を採用する。
ii Zachrias Topelius （1818-98） フィンランドのスウェー
デン語系作家。新聞記者を経てヘルシンキ大学で歴史学
の教授、後に学長となる。19 世紀のフィンランドはロ
シアの圧政下にあり、子どもの愛国心を育てる必要性を
感じたトペリウスは、子ども向けに物語を書いた。これ
らの作品は、フィンランドとスウェーデン両国で広く愛
読され、「童話の父」と呼ばれた。
iii Selma Lagerlöf （1858-1940） ス ウ ェ ー デ ン の 作 家。
1909年、ノーベル文学賞受賞。地理読本として書いた『ニ
ルスのふしぎな旅』で、児童文学作家としても知られる。
iv Jenny Nyström （1854-1946） 『子ども部屋の本』はス
ウェーデンの初のオリジナル本とみなされている。
v Ivar Arosenius（1878-1909） 代表作『リッランとねこ』
（1909）は娘のために描いた絵本。作者の死後に出版さ
れた。
vi Elsa Beskow （1874-1953） スウェーデンの絵本作家。
思想家エレン・ケイに師事。自然を擬人化した表現は、
イギリスのウォルター・クレインの影響を受けている
と言われる。1952 年にニルス・ホルゲルション賞受賞。
代表作は『ペレのあたらしいふく』など。
vii Astrid Lindgren （1907-2002） スウェーデンを代表す
る児童文学作家。49 年にニルス・ホルゲルソン賞受賞。
代表作は『長くつしたのピッピ』『やかまし村の子ども
たち』など。
viii Tove Jansson （1914-2001） 画家、作家。国際アンデ
ルセン賞ほか受賞多数。児童文学「ムーミントロール」
シリーズで知られているほか、大人向けの小説、絵本、
動画制作、壁画など様々な表現活動をおこなった。
ix Maria Gripe （1923-2007） スウェーデンの児童文学作家。
74 年に国際アンデルセン賞受賞。子どもの孤独や悩み、
安らぎや幻想など内面描写に定評がある。作品に『夜の
パパ』『アグネス・セシリア』など。
x Inger Sandberg （1930- ）.
xi Lasse Sandberg （1924- ）.
xii Thomas Bergman.
xiii Ulf Stark （1944- ） スウェーデンの児童文学作家。ニ
ルス・ホルゲルション賞、アストリッド・リンドグレー
ン賞、ドイツ児童文学賞受賞。
xiv Annika Thor （1950- ） スウェーデンの作家、脚本家。
ニルス・ホルゲルション賞、北欧学校図書館員協会賞な
ど受賞多数。作品に「ステフィとネッリの物語」シリー
ズなど。
xv Mats Wohl （1945- ）スウェーデンの作家、脚本家。ド
イツ児童文学賞、ニルス・ホルゲルション賞受賞。作品
に『マイがいた夏』など。
xvi 香川鐵蔵訳。題名は「飛行一寸法師」。
xvii 小野寺百合子訳、福音館書店、1976 年。
xviii 『おばけのラーバン』（すずきてつろう訳、ポプラ社、
1978 年）ほか。
xix 『フィンダスのさかなつり』（すどうゆみこ訳、宝島社、
1994 年）ほか。
xx Svenska barnboksinstitutet. p.32.
xxi Svenska barnboksinstitutet. p.32　項目は上から「絵
本」「ドラマ」「ノンフィクション」「6-9 歳向け」「9-12
歳向け」「詩」「アンソロジー」「歌の本」「マンガ」「ヤ
ングアダルト文学」である。
xxii 2014 年に、翻訳児童書は 793 タイトル、国内の児童
書は 1067 タイトルであった。
xxiii 肌の黒い登場人物については、「（c）絵本には肌の白
い子どもしかいないのか」で詳細が述べられる。2014
年の報告では、児童文学において多文化主義が実現され
ているかどうかが主な論点となっていると考えられる。
xxiv Mallans, Kerry. Secret, Lies and Children’s Fiction. 
Palgrave Macmillan UK, 2013.
xxv Lofors, Emma.
xxvi ドキュメンテーションでは「異文化と肌の黒い登場
人物」という題名に変更されている。
xxvii 現在のスウェーデンには多様な人種が住んでいるに
も関わらず、古くからスウェーデンに住んでいたとされ
る金髪の白人とその生活習慣を、スウェーデンの平均と
みなし、優先すること。
xxviii スウェーデンの首都ストックホルムを平均とみなす
こと。具体的には、物語の舞台がストックホルムに置か
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れること。
xxix 発達心理学では、10 歳前後の思春期に入る直前の時
期を「前思春期」と呼んでいる。発表者から、2000 年
代に前思春期が注目されるようになったことにともない、
児童書のなかでも描かれるようになったと指摘があった。
xxx Vallgårda,Per.
xxxi Svenska barnboksinstitutet. P.34. 黒い折れ線が翻訳
児童文学の出版数、灰色の折れ線がスウェーデン児童文
学の出版数を示す。
xxxii スウェーデン語以外を母語とするスウェーデン在
住の子どもに向けて作られた本。本文にあるようにス
ウェーデン語の文章と併記されている場合が多い。こう
いった本が増加した背景には、スウェーデン政府が母国
語教育を重視してきたことがある。
xxxiii Kitty Crowther （1970- ）ベルギー生まれ。イラスト
レーター、作家。主な絵本に『ちいさい死神くん』など。
xxxiv 児童文学及びヤングアダルト文学に対して贈られる
賞。2002 年にスウェーデンの児童文学作家アストリッ
ド・リンドグレーンを記念して設けられた。スウェーデ
ン政府が主催している。2003 年にはモーリス・センダッ
クが、2005 年には荒井良二が受賞している。
xxxv Svenska barnboksinstitutet. P.37. 項目（翻訳元の言
語）は上から、英語、スウェーデン語、デンマーク語、
フランス語、ドイツ語、ノルウェー語、オランダ語、ア
イスランド語、ポルトガル語、フィンランド語、スペイ
ン語、中国語、不明、イタリア語、ハンガリー語、エス
トニア語、日本語、ポーランド語、セルビア語、スロヴェ
ニア語、チェコ語、トゥルク語である。下の円グラフは
翻訳児童文学全体に占める各言語の割合を示したもので
ある。一番多いものから順に、「英語」「スウェーデン語」
「デンマーク語」「フランス語」「ドイツ語」「ノルウェー
語」「その他」である。
xxxvi 2014 年 3 月 31 日の国際子ども図書館蔵書統計によ
れば、日本語で書かれた児童書の蔵書数は 251,598 冊
にのぼる（学校教科書、教師用教科書、学習参考書、楽
譜冊子、組み合わせ資料を含む）。なお、「国際子ども図
書館の窓」の統計によると、国際子ども図書館の日本語
の児童書増加冊数は以下のとおりである。
国際子ども図書館
児童書蔵書増加数
参考：スウェーデン
　　の児童書出版数
2015 年 3 月末  8829 冊 1860 冊（2014 年）
2014 年 3 月末  8392 冊 1770 冊（2013 年）
2013 年 3 月末  8372 冊 1761 冊（2012 年）
2012 年 3 月末 12052 冊 1747 冊（2011 年）
2010 年 9 月末  6800 冊 1663 冊（2010 年）
xxxvii 異なる文化をもつ複数の集団が、ひとつの社会のな
かで対等に扱われるべきだとする立場。
xxxviii 男女の性差をなくそうとする立場。
xxxix 坂井玲子「北欧児童文学の現状」P.15
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